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入門編の概要説明



Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

　　　　　　入 門 編 の 目 次

１．GTFS-JPのお話しの前に

２．GTFS-JPの成り立ちと概要説明

３．GTFS-JP作成に必要な情報とは

４．GTFS-JPに関する技術的な説明
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調べ方によるバス利用者の利便性

バス停で確認

バス会社や自治体のホームページ上で確認

バス会社や自治体に電話で確認

経路検索アプリやサイトで経路検索実施

利用者の利便性 高

利用者の利便性 低
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利用者にバス情報を届けるために

バスを調べる際に利用者の利便性が最も高いのは、

経路検索アプリやサイトで経路検索すること。

バスの情報が経路検索に掲載されることが重要

経路検索アプリやサイトに掲載されるために

必要なデータ

　＝GTFS-JP
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ＧＴＦＳ？

GTFS？　GTFS-JP？
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GTFS-JPについて

GTFS-JP＝
　国内における標準的なバス情報フォーマット
　であり、経路検索アプリやサイトに登録する
　際の一つの静的データの形式

オープンデータとして開示し、様々にご利用いただくこ
とも可能

既にバス事業者などが持っている、人が目で見るデー
タをもとに、システムが判別できるように、ルールに沿
ってデータ化したもの
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GTFS-JP



GTFS-JPのファイルについて（第３版）

17のCSVファイルで構成されており、使用するすべてのファイルは

カンマ区切りのテキストファイルとして保存します。

 　１．事業者情報（必須：agency.txt）

 　２．事業者追加情報（任意：agency_jp.txt）

 　３．停留所・標柱情報（必須：stops.txt）

 　４．経路情報（必須：routes.txt）

 　５．便情報（必須：trips.txt）

 　６．営業所情報（任意：office_jp.txt）

 　７．停車パターン情報（任意：pattern_jp.txt）

 　８．通過時刻情報（必須：stop_times.txt）

 　９．運行区分情報（条件付き必須：calendar.txt）

 １０．運行日情報（条件付き必須：calendar_dates.txt）

 １１．運賃属性情報（必須：fare_attributes.txt）

 １２．運賃定義情報(任意：fare_rules.txt)

 １３．描画情報（任意：shapes.txt）

 １４．運行間隔情報(任意：frequencies.txt）

 １５．乗換情報（任意：transfers.txt）

 １６．提供情報（必須：feed_info.txt）

 １７．翻訳情報（必須：translations.txt）
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カンマ　＝　，
テキストファイル　＝　.txt



GTFS-JPのファイルについて（第３版）

17のCSVファイルで構成されており、使用するすべてのファイルは

カンマ区切りのテキストファイルとして保存します。

 　１．事業者情報（必須：agency.txt）

 　２．事業者追加情報（任意：agency_jp.txt）

 　３．停留所・標柱情報（必須：stops.txt）

 　４．経路情報（必須：routes.txt）

 　５．便情報（必須：trips.txt）

 　６．営業所情報（任意：office_jp.txt）

 　７．停車パターン情報（任意：pattern_jp.txt）　第３版から追加

 　８．通過時刻情報（必須：stop_times.txt）

 　９．運行区分情報（条件付き必須：calendar.txt）

 １０．運行日情報（条件付き必須：calendar_dates.txt）

 １１．運賃属性情報（必須：fare_attributes.txt）

 １２．運賃定義情報(必須：fare_rules.txt)

 １３．描画情報（任意：shapes.txt）

 １４．運行間隔情報(任意：frequencies.txt）

 １５．乗換情報（任意：transfers.txt）

 １６．提供情報（必須：feed_info.txt）

 １７．翻訳情報（必須：translations.txt）
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カンマ　＝　，
テキストファイル　＝　.txt
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GTFS-JPデータの中身（任意ファィル除く）

内容 ファィル名

事業者情報 運行主体など agency.txt

停留所情報 停留所の名称や緯度経度 stops.txt

路線名情報 路線名など routes.txt

ダイヤ情報 便毎のバス停通過時刻
trips.txt

stop_times.txt

運行日情報 運行日
calendar.txt

calendar_dates.txt

運賃情報 運賃
fare_rules.txt

fare_attributes.txt

提供情報 データの有効期間など feed_info.txt

翻訳情報 停留所の読み方や英語訳など translations.txt
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第３版における変更の背景

GTFS-JPデータは、Googleをはじめとする経路検索事業者に

データを渡すために活用されていたが、

GTFSとGTFS-JPの乖離が進んだ等により、

2020年初頭ごろから一部CPで受け入れられなくなった。
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第３版における

主な変更点とその理由
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第３版での主な変更点について

第３版での主な変更点

• 停留所と標柱の設定方法

• 経路等の設定方法

• 多言語・ふりがなの設定方法
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第３版での主な変更点について

第３版での主な変更点

• 停留所と標柱の設定方法

• 経路等の設定方法

• 多言語・ふりがなの設定方法
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データ申請時における指摘内容

停留所の位置が正しくない（停留所NG）

ＧＴＦＳ－ＪＰ（第２版）では

• 「代表点のみ」や「屋外バス停で親子設定」をすると利用者に対して

　　利用する位置が正確に案内できないためＮＧ
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停留所と標柱の設定方法について

※仕様書（第3版）　13ページ　2-2-3. 停留所と標柱の設定方法　参照
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第３版での主な変更点について

第３版での主な変更点

• 停留所と標柱の設定方法

• 経路等の設定方法

• 多言語・ふりがなの設定方法
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データ申請時における指摘内容

route_idを統一する必要がある

ＧＴＦＳ－ＪＰ（第２版）では

･バス利用者から見た時に、1つの運行単位として認識されている

　「経路」ごとに、route_idを設定することを求める
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経路等の設定方法について

※仕様書（第3版）　１６ページ　2-3. 経路情報（必須：routes.txt）参照
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従来方式とroute_idを統合したデータ例

route_id,agency_id,route_short_name,route_long_name,route_desc,route_type,rout
e_color,route_text_color
11,2000020232190,,こまくる 1小牧駅市役線,,3,FF6633,FFFFFF

route_idを統合

従来方式

route_id,agency_id,route_short_name,route_long_name,route_desc,route_type,jp_par
ent_route_id,route_color,route_text_color
111001,2000020232190,,こまくる 1小牧駅市役所線,,3,11,FF6633,FFFFFF
112001,2000020232190,,こまくる 1小牧駅市役所線,,3,11,FF6633,FFFFFF

routes.txtの例

※参考：小牧市データ

111001

112001 

従来方式

11
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従来方式とroute_idを統合したデータ例

route_id,service_id,trip_id,trip_headsign,block_id,trip_short_name,shape_id,jp_trip_desc
111001,平日,1平日_07時11分_系統111001,小牧市役所,,,111001,
111001,平日,1平日_07時44分_系統111001,小牧市役所,,,111001, ・
・
・
112001,平日,1平日_07時26分_系統112001,小牧駅,,,112001,
112001,平日,1平日_07時59分_系統112001,小牧駅,,,112001,

route_id,service_id,trip_id,trip_headsign,direction_id,block_id,trip_short_name,shap
e_id,jp_trip_desc
11,平日,1平日_07時11分_系統111001,小牧市役所,0,,,111001,

11,平日,1平日_07時44分_系統111001,小牧市役所,0,,,111001,
・
・
11,平日,1平日_07時26分_系統112001,小牧駅,1,,,112001,

11,平日,1平日_07時59分_系統112001,小牧駅,1,,,112001,

route_idを統合

従来方式

※参考：小牧市データ

上下の方向違いは
direction_idで分ける

111001

112001 

11

trip.txtの例
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GTFS-JP（第３版）におけるroute_id（考え方）

従来方式との比較

第３版第２版

GTFS-JP（第３版）では

route_idとして、運行ルートの単位としてデータをまとめることを基本としつつ、

その内容を分ける必要がある場合に利用する、jp_pattern_idを設けました
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個別データが必要な場合

従来方式での
往路・復路、経由地違いや
途中止まりなどを分類するため
のjp_pattern_idを新設

統合されたroute_id

■停車パターンの追加
　バスロケーションシステムやバス車両搭載機器などにおいて、往路・復路等の個別

の経路データが必要なことがあります。それぞれ設定可能にするため、便の途中停車

パターンを識別する等、経路を分類する単位を追加
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個別データが必要な場合

jp_pattern_idの設定方法
trips.txtのフィールドにjp_pattern_idを追記

フィールド名 日本語名 日本のバス向けの設定項目 設定例
jp_pattern_id 停車パターンID ダイヤシステムで設定されている系統コードや、音声合

成コードなどを設定。
1001（旧道経由）
東京01

route_update_date ダイヤ改正日 ダイヤ改正日を明示的に登録する場合に設定。 20170106
origin_stop 起点 起点名に使用されるテキストを指定。 東京駅八重洲口
via_stop 経過地 経過地名に使用されるテキストを指定。 月島駅
destination_stop 終点 終点名に使用されるテキストを指定。 東京ビ ッグサイト

フィールド名 日本語名 日本のバス向けの設定項目 設定例
route_id 経路ID 事業者が内部的に使用しているコードをそのまま設定

可。
1001

service_id 運行日ID 運行区分を表す値を設定。 平日（月～金）
trip_id 便ID 便を特定するIDを指定。 1001_WD_001
trip_headsign 便行先 便としての行先と経由を設定。 東京ビッグサイト（月島駅経

由）
trip_short_name 便名称 便を特定可能な名称がある場合、旅客に案内する必

要がある場合のみ設定。【例：萩エクスプレス1号】
※設定例では便番号に相
当するものがないため省略

direction_id 往復区分 その便の往復区分を指定。
　0：復路、1：往路

1

block_id 便結合区分 別々の便(trips)として設定されている便を紐付け、連
続して案内を行う場合に設定。

※設定例は循環系統ではな
いため省略

shape_id 描画 ID 地図上に描かれる描画を特定する値を設定。 S_1001
wheelchair_accessible 車いす利用区分 当該便における車いすの乗車可否について設定。 0
bikes_allowed 自転車持込区分 当該便における自転車の持込可否について設定。 0
jp_trip_desc 便情報 案内時に便に説明が必要な場合に使用。
jp_trip_desc_symbol 便記号 時刻表形式で案内を行う場合に、便情報に代わり時

刻に付ける凡例を設定。
jp_office_id 営業所ID 交通事業者の営業所を一意に識別する値を指定。 S
jp_pattern_id 停車パターンID ダイヤシステムで設定されている系統コードや、音声合

成コードなどを設定。
1001（旧道経由）
東京01

pattern_jp.txt
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引き続き「従来方式」で分ける例

route_idを物理的に束ねられない場合

　・運賃が異なる

　・系統番号が異なる

　・経路略称・経路名が異なる

　・経路色が異なる

　・経路文字色が異なる

経路検索事業者にデータを提出した際に、指摘を受けることがあ

ります。その場合は運賃が異なることが理由である旨などを明ら

かにしてください
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第３版での主な変更点について

第３版での主な変更点

• 停留所と標柱の設定方法

• 経路等の設定方法

• 多言語・ふりがなの設定方法
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多言語・ふりがなの設定方法について

※仕様書（第3版）　36ページ　2-14-5. 同一漢字で読みが異なる場合　参照
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多言語・ふりがなの設定方法について

※仕様書（第3版）　36ページ　2-14-5. 同一漢字で読みが異なる場合　参照

　方法１．stop_idをrecord_idに設定する
　

方法2. よみがなをstop_name/field_value に付記する
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第3版での変更点紹介

第３版での変更点については、新旧対照表にまとめてい

ます。ここでは代表的な内容を紹介します

■GTFS-JPの位置づけについて記載

1.    静的バス情報フォーマット（GTFS-JP）の概要 
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第3版での変更点紹介

■方面・路線ＩＤの追加（日本独自）

1-5.    日本向け拡張仕様について

１-５-３　命名規則 
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第3版での変更点紹介

■経路及び停車パターンの分け方

2. 各項目の設定方法
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第3版での変更点紹介

■路線単位で均一運賃の場合の項目を追加

2-9.    運賃属性情報（必須：fare_attributes.txt）・運賃定義情報(条件付き必

須：fare_rules.txt)

2-9-2.  運賃の設定例 
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実際に自治体様などを支援している担当者の声

Googleマップへの掲載手順

（引用：乗換案内パートナーヘルプ）

h t t p s : / / s u p p o r t . g o o g l e . c o m / t r a n s i t p a r t n e r s / a n s w e r / 1 1 1 1 4 8 1 ? h l = j a
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実際に自治体様などを支援している担当者の声

パートナーダッシュボード(管理画面)イメージ

（引用：乗換案内パートナーヘルプ）

h t t p s : / / s u p p o r t . g o o g l e . c o m / t r a n s i t p a r t n e r s / a n s w e r / 1 1 1 1 4 8 1 ? h l = j a
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実際に自治体様などを支援している担当者の声

エラーの一例

◆必要なファイルが見つからない（Missing required file）

　【内容 】必須で あるいず れかのtx tファイルが不足してい る

　【対応 】

　　多くの場合、z i p ファイルの作成方法が間違っている 。

　　z i pファイル作成時はフォルダを 選択ではなく、テキスト ファイル全て を選択→圧縮

◆ID が重複して いる （ D u p l i c a t e  I d e n t i f i e r ）

　【内容 】いずれかのファイル内でid が重複して いる

　【対応 】 i dの重複を 確認、修正

◆時刻が前後して いる （ S t o p  T i m e s  w i t h  A r r i v a l  B e f o r e  P r e v i o u s  D e p a r t u r e  T i m e ）

　【内容 】ダイヤ 上、ある 区間の時刻が逆転し ている （ s t o p _ t i m e s . t x t）
　【対応 】ダイヤ の誤りが無い か確認、修正

（参考：乗換案内パートナーヘルプ）

h t t p s : / / s u p p o r t . g o o g l e . c o m / t r a n s i t p a r t n e r s / a n s w e r / 1 0 7 2 8 3 6 7 ? h l = j a & r e f _ t o p i c = 6 3 7 7 3 8 2
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実際に自治体様などを支援している担当者の声

ワーニングの一例

◆不明なファイル（Unknown File） ／ 不明な項目（Unknown Column）

　【内容 】GTFSで定義されていな いファイル、項目が含ま れている

　【対応 】（ほとん どの場合）GTFS-JPで拡張されたファイル・項目のため 問題なし。

　　例） agancy_jp.txt、routes_jp.txt
　　　　 routes.txtの jp_parent_route_id、trips.txtの jp_trip_desc

◆停留所間の移動が速すぎ る （ Fa s t  T r a v e l  B e t w e e n  S t o p s ）

　【内容 】ダイヤ 上で、ある 区間の移動が速すぎ る

　　　　　　（停留所間の距離に対して所要時間が短すぎ る）

　【対応 】ダイヤ の誤りが無い か確認

◆停留所が近す ぎ る （ S t op s  T oo  C l os e ）

　【内容 】停留所や標柱が全く同じ位置、もしくは近すぎる 位置に設定されている

　【対応 】停留所の位置（緯度経度）が正しい か確認

（参考：乗換案内パートナーヘルプ）

h t t p s : / / s u p p o r t . g o o g l e . c o m / t r a n s i t p a r t n e r s / a n s w e r / 1 0 8 3 0 6 7 1 ? h l = j a & r e f _ t o p i c = 6 3 7 7 3 8 2
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データ更新の重要性

新路線の追加や、時刻表の内容に変更があった場合には、

都度、各経路検索会社への変更登録が必要となります。

実際には時刻表が変更されているにも関わらず、経路検索

に変更後のデータが登録されていないと、経路検索では古

い時刻データなどが表示され、利用者に間違った情報が伝

わります。

経路検索会社側での登録にかかる日数などを勘案し、ご提

出をお願いします。
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経路検索会社からのコメント

※各経路検索会社ごとに掲載基準が異なりますのでご留意ください

■ヴァル研究所のデータ授受担当者コメント

・覚書の締結が必要になります（オープンデータの場合は不要です）

・改正の都度継続してGTFS-JPの更新をお願いいたします

・改正日の前（可能であれば２週間前）にデータをいただきたいです

・データの不備を避けるため、ヴァル研究所でGTFSチェッカーを公開して

　おりますので、チェック後にデータをご提供いただきたいです

・データの有効期限があまりに短い場合（例えば１か月など）は、

　掲載を見送らさせていただく場合がございます


